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安禅寺での慰霊祭

和木美術館での記念展示

四境太鼓による演奏シンポジウム前に四境めしをふるまいました。

松田正雄さん

旧彦根藩主井伊家の現当主 井伊直岳 様（左）
旧岩国藩主吉川家の現当主 吉川重幹 様（右）
ご参加いただきありがとうございました。

様々な視点から四境の役について議論を交わしたパネルディスカッション。
左から松岡智訓氏（岩国徴古館主任学芸員）､道迫真吾氏（萩博物館主任学芸員）、
田口由香氏（大島商船高等専門学校准教授）､田中洋一氏（下関市立歴史博物館学芸員）、
竹本知行氏（大和大学政治経済学部講師）､正中克磨氏（和木町文化財保護審議会会長）

正中克磨氏

  い い　  なおたけ

きっかわ　 しげもと

　
１
８
６
６
年
に
長
州
藩
と
幕
府
軍
が
戦
っ
た

四
境
の
役
（
第
二
次
長
州
征
伐
）
か
ら
１
５

０
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
様
々
な
行

事
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
22
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の
15
日
間
、

和
木
美
術
館
で
記
念
展
示
を
、
５
月
28
日
に

安
禅
寺
で
慰
霊
祭
と
、
文
化
会
館
で
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
の
べ
約
１‚
０
０
０
人

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
展
示
で
は
、
和
木
町
歴
史
資
料
館
と

岩
国
徴
古
館
に
あ
る
、
小
瀬
川
周
辺
で
起
き

た
「
芸
州
口
の
戦
い
」
に
関
す
る
貴
重
な
歴

史
遺
産
の
数
々
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
慰
霊
祭
に
は
、
芸
州
口
の
戦
い
で
小
瀬
川

を
挟
ん
で
戦
っ
た
、
旧
彦
根
藩
主
井
伊
家
の

現
当
主
・
井
伊
直
岳
様
と
旧
岩
国
藩
主
吉

川
家
の
現
当
主
・
吉
川
重
幹
様
を
お
招
き
し
、

安
禅
寺
本
堂
及
び
彦
根
戦
死
士
の
墓
の
前
で

慰
霊
法
要
を
行
い
ま
し
た
。

　
五
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
四
境
の
役

一
五
〇
年
祭
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
沢
山
の

皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、お
陰
を
も
ち
ま
し
て

町
文
化
会
館
の
大
ホ
ー
ル
を
満
員
に
す
る
こ
と

が
で
き
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

賜
物
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
が
、
特
別

来
賓
と
し
て
旧
彦
根
藩
現
御
当
主
井
伊
直
岳
様

旧
岩
国
藩
現
当
主
吉
川
重
幹
様
に
ご
臨
席
を
賜

り
会
場
も
最
高
潮
の
雰
囲
気
の
な
か
で
の
開
幕

で
し
た
。

　
初
め
に
広
島
大
学
名
誉
教
授
で
明
治
維
新
史

が
ご
専
門
の
三
宅
紹
宣
先
生
に「
幕
長
（
四
境
）

戦
争
・
芸
州
口
の
戦
い
」
と
い
う
演
題
で
基
調

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
三
宅
先
生
は
わ
か
り
易
い
語
り
口
で
、
映
像

資
料
も
用
い
な
が
ら
芸
州
口
の
戦
い
の
本
質
に

つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
、
拝
聴
し
た
方
々
に
も

こ
の
戦
い
の
日
本
史
の
な
か
で
の
意
義
を
よ
く

理
解
で
き
る
素
晴
ら
し
い
お
話
で
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
お
き
ま
し
て
は
、
県
内
外
か
ら
若
手
研
究
者

を
お
招
き
し
て
大
い
に
こ
の
四
境
戦
争
つ
い
て

語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
の
道
迫
さ
ん
か
ら
は

萩
本
藩
の
視
点
か
ら
、
こ
の
戦
い
を
考
察
し
て

い
た
だ
き
、
支
藩
か
ら
と
い
う
視
点
で
は
長
府

博
物
館
学
芸
員
の
田
中
さ
ん
か
ら
貴
重
な
お
話

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
実
際
の
戦
闘
に
つ
い
て
は
、町
出
身
で
大
和

大
学
講
師
の
竹
本
さ
ん
か
ら
専
門
分
野
で
あ
る

幕
末
軍
事
史
を
平
易
な
言
葉
を
使
って
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。ま
た
、新
し
い
目
線
と
し
て

外
国
か
ら
見
た
こ
の
戦
い
を
解
析
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
の
准
教
授
で

あ
る
田
口
さ
ん
の
お
話
は
外
国
史
料
を
用
い

大
変
に
新
鮮
な
も
の
で
し
た
。

　
最
後
に
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

学
術
的
に
実
り
あ
る
も
の
に
導
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
岩
国
徴
古
館
主
任

学
芸
員
の
松
岡
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と

思
って
お
り
ま
す
。

　
重
ね
て
こ
の
四
境
の
役
一五
〇
年
祭
事
業
に

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

和
木
町
四
境
の
役

１
５
０
年
祭

記
念
行
事

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て

和
木
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

　正
中
克
磨

　
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
四
境
太
鼓
の
皆

さ
ん
に
よ
る
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
そ

の
後
の
基
調
講
演
で
、
三
宅
紹
宣
・
広
島
大

学
名
誉
教
授
が
、
芸
州
口
の
戦
い
に
つ
い
て
、

時
間
の
経
過
に
沿
っ
て
説
明
さ
れ
（
表
紙
写

真
）、
最
後
に
県
内
及
び
和
木
町
出
身
の
研

究
者
・
学
芸
員
の
方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョン
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

パネルディスカッションをしていただいたパネリストの方々から、当日の感想などをいただきました。

パネリストの方々から

松田正雄さん歴
史
的
意
義
や
そ
れ
を
伝
え
る
重
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
貴
重
な
機

会
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩
国
徴
古
館
主
任
学
芸
員

松
岡
智
訓
氏

松田正雄さん当
日
は
熱
気
あ
る
素
晴
ら
し
い
行
事
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
関
市
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員

田
中
洋
一
氏

松田正雄さん今
回
、
歴
史
を
学
ぶ
意
味
と
い
う
も
の

を
皆
で
共
有
で
き
た
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

大
和
大
学
政
治
経
済
学
部
講
師

竹
本
知
行
氏

松田正雄さん次
世
代
を
育
て
よ
う
と
の
情
熱
が
充

満
し
た
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

萩
博
物
館
主
任
学
芸
員

道
迫
真
吾
氏

松田正雄さん１
５
０
年
祭
は
様
々
な
視
点
か
ら
四
境

の
役
の
実
証
的
研
究
が
進
展
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
准
教
授

田
口
由
香
氏

和木町
出身
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学
芸
員

松
岡
智
訓
氏

松田正雄さん当
日
は
熱
気
あ
る
素
晴
ら
し
い
行
事
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
関
市
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員

田
中
洋
一
氏

松田正雄さん今
回
、
歴
史
を
学
ぶ
意
味
と
い
う
も
の

を
皆
で
共
有
で
き
た
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

大
和
大
学
政
治
経
済
学
部
講
師

竹
本
知
行
氏

松田正雄さん次
世
代
を
育
て
よ
う
と
の
情
熱
が
充

満
し
た
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

萩
博
物
館
主
任
学
芸
員

道
迫
真
吾
氏

松田正雄さん１
５
０
年
祭
は
様
々
な
視
点
か
ら
四
境

の
役
の
実
証
的
研
究
が
進
展
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
准
教
授

田
口
由
香
氏

和木町
出身

2



德光教頭（左）に種などを
寄贈する山本さん（右）

チャリティーバザーの様子

　
６
月
９
日
か
ら
20
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期

で
、「
平
成
28
年
第
２
回
和
木
町
議
会
定
例

会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
５
件
、
議
案
４
件

に
つい
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
３
号

　
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※

会
計
管
理
者
の
現
金
保
管
及
び
現
金
出
納

事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
毎
に
毎
月
実
施
し

て
い
る
も
の

報
告
第
４
号

　
和
木
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

等
の一部
改
正
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つい
て

※

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴
い
和
木
町

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
等
の一

部
を
改
正
し
た
こ
と
に
つい
て
議
会
の
承
認

を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
承
認
】

報
告
第
５
号

　
和
木
町
税
条
例
等
の一
部
改
正
に
関
す
る

専
決
処
分
つ
い
て

※

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
和
木
町
税
条

例
等
の一
部
を
改
正
し
た
こ
と
に
つ
い
て
議

会
の
承
認
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
承
認
】

報
告
第
６
号

　
平
成
27
年
度
和
木
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

※

平
成
28
年
度
に
繰
り
越
す
事
業
の
報
告

○
地
方
公
共
団
体
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
事
業

３‚
８
８
５
万
４
千
円

○
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事

務
委
任
交
付
金
１
５
３
万
円

○
小
規
模
治
山
事
業
７
３
２
万
円

○
小
学
校
天
井
落
下
防
止
等
対
策
事
業

　
３‚
５
１
４
万
円

○
中
学
校
天
井
落
下
防
止
等
対
策
事
業

　
１‚
８
３
０
万
３
千
円

○
和
木
学
園
構
想
事
業
２‚
４
７
９
万
円

○
道
路
災
害
復
旧
事
業
７‚
８
２
０
万
２
８
０
円

【
全
会
一
致
で
承
認
】

報
告
第
７
号

　
和
木
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

※
平
成
27
年
度
和
木
町
土
地
開
発
公
社
決

算
書
及
び
平
成
28
年
度
和
木
町
土
地
開

発
公
社
予
算
書
に
つい
て
の
報
告

議
案
第
26
号

　
平
成
28
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１‚
０

９
５
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
43
億
４‚
１
４
０
万
９
千
円
と
す
る
も
の

（
主
な
歳
入
）

○
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
９
７
５
万
３
万
円

の
増
額

（
主
な
歳
出
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
３
３

３
万
８
千
円
の
追
加

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
27
号

　
平
成
28
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
３

３
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

７
億
９‚
５
７
２
万
４
千
円
と
す
る
も
の

（
主
な
歳
入
）

○
一般
会
計
繰
入
金
３
３
３
万
８
千
円

（
主
な
歳
出
）

○
国
保
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
３
３
３
万
８

千
円

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
28
号

　
和
木
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
避
難
時
、
４
階
以
上
の
階
に
お
け
る
小
規

模
保
育
事
業
Ａ
型
を
行
う
事
業
所
設
備
の
基

準
を一部
変
更
す
る
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
29
号

　
和
木
町
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
事
業
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

ま
ち
の
話
題

第
２
回
和
木
町
議
会
定
例
会

ま
ち
の
話
題

和
木
町
福
祉
ま
つ
り

　
５
月
25
日
、
小
学
校
で
人
権
の
花
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
の
山
本
和
彦

さ
ん
か
ら
、
小
学
校
に
ひ
ま
わ
り
の
種
等
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
児
童
が
相
互
に
協
力
し
な
が
ら

花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
命
の
大
切
さ
や

優
し
さ
、
相
手
への
思
い
や
り
を
体
得
さ
せ
人

権
思
想
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
６
月
４
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
田
尾
勲

会
長
）
主
催
の
「
平
成
28
年
和
木
町
福
祉
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関

係
者
、
社
会
福
祉
関
係
者
、一般
町
民
の
方
々

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
福

祉
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
と
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
後
、
和
木
マ
ン
ド
リ

ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
福
祉
会
館
で
は
、
つ
く
し
会
に
よ
る

カ
レ
ー
の
配
食
や
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

活
動
内
容
を
紹
介
す
る
写
真
や
展
示
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
方

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

小
学
校
に
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
寄
贈
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牧島美智江さん（左）、田尾会長（右）

じゅう兵衛（株）
岩岡智子 さん

由川はつみ さん

杉山博文さん

藤本巖さん 工作を楽しむ親子 関本武司さん

　
６
月
１
日
、
岩
国
管
内
食
品
衛
生
協
会
長

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
永
年
の
ご
功
績
と
ご
努
力
が
認
め
ら
れ
、

和
木
町
か
ら
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
和
木
町
の
食
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

岩
国
管
内
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰
式

○
岩
国
管
内
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

　【
食
品
衛
生
優
良
施
設
の
部
】

　
じ
ゅ
う
兵
衛
（
株
式
会
社
Ｊ
・Ｐ・Ｇ
）

　【
食
品
衛
生
優
良
従
業
員
の
部
】

　
由
川 

は
つ
み 

さ
ん
（一
般
社
団
法
人
地
域

振
興
協
会
「
はっ
ち
の
家
」）

　
５
月
31
日
、
第
36
回
青
い
鳥
グ
ル
ー
プ
（
牧

島
美
智
江
さ
ん
）
の
手
作
り
展
示
即
売
会
が

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
で
行
わ
れ
、
義
援
金
総
額

４
１
９
，６
２
５
円
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
月
13
日
、
募
金
報
告
会
が
社
会
福
祉
協

議
会
で
行
わ
れ
、
牧
島
さ
ん
が
集
ま
っ
た
義

援
金
を
田
尾
勲
会
長
（
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
）
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
義
援

金
は
社
会
福

祉
協
議
会
を

通
じ
、
熊
本

県
の
障
が
い
者

施
設
の
復
旧
、

復
興
の
資
金

に
充
当
さ
れ

ま
す
。

　
６
月
１８
日
か
ら
２０
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

た
山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展
（
写
真
の

部
）
に
お
い
て
、
相
川
逸
雄
さ
ん
（
瀬
田
１

丁
目
）
が
銀
賞
を
、
依
田一司
さ
ん
（
瀬
田
２

丁
目
）
が
銅
賞
を
、
吉
森
静
雄
さ
ん
（
瀬
田

１
丁
目
）が
、は
つ
ら
つ
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
良
い

作
品
を
撮
り
続
け
て
下
さ
い
。

ま
ち
の
話
題

食
品
衛
生
協
会
長

表
彰
を
受
賞

ま
ち
の
話
題

青
い
鳥
グ
ー
ル
プ
義
援
金
報
告

ま
ち
の
話
題

山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展
で

銀
賞
・
銅
賞
を
受
賞

　
６
月
４
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
「
す
く
す
く
フェス
タ 

ｉｎ 

わ
き
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
１
０
０
組
の
親
子
が
来
場
し
、
町
内
の
子
育
て
支
援
に

関
わ
る
団
体
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
、
工

作
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
岩
国

短
期
大
学
の
学
生
さ
ん
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
大
型
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
、
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

す
く
す
く
フ
ェ
ス
タ 

ｉｎ 

わ
き

　
交
通
安
全
に
取
り
組
む
活
動
が
認
め
ら
れ
、
関
本
武
司
さ
ん

（
関
ヶ
浜
１
丁
目
）
が
交
通
安
全
山
口
県
対
策
協
議
会
長
か
ら
、

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
本
さ
ん
は
岩
国
交
通
安
全
協
会
和
木
分
会
協
会
員
と
し
て
、

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ンペ
ー
ン
な
ど
の
交
通
安
全
イ
ベン
ト
に
参
加

し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
和
木
町
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と
し
て
小
学
生

の
登
下
校
の
見
守
り
を
行
い
、
和
木
町
民
の
交
通
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
関
本
さ
ん
、
こ
の
度
は
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　
５
月
25
日
に
杉
山
博
文
さ
ん
が
、
６
月
15
日
に
藤
本
巖
さ
ん
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し

て
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活

躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰
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皆さんにその現状を知っていただくため、給与等を公表します。

区分

27年度

人　口 歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費
比率

（B/A）

28年度

表1.  人件費の状況（一般会計当初予算）

H28.4.1現在
6,463人

H27.4.1現在
6,440人

千円
4,330,452

千円
623,224 14.4%

千円
4,606,755

千円
629,816 13.7%

（注）人件費には、特別職（町長、町議会議員、その他各種
　　　委員等）の給与、報酬を含みます。

区　分

高校卒

大学卒

和　木　町

148,000円

180,600円

国の制度

144,600円

176,700円

表4.  職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）

（注）経験年数加算制度有

給　　与　　費

給　料

千円
278,012

職員
手当

千円
144,894

共済費

千円
92,736

計

千円
515,642

区分

28年度

職員数

74人

表2.  職員給与費（一般会計当初予算）

（注）職員数に教育長を含みます。

職員の給与等は、町議会で審議されたうえで決められています。

給料月額等 期　末　手　当区　分

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

委員長

議　員

777,000円
（4月～6月）

738,150円

637,000円

585,000円

290,000円

239,000円

221,000円

216,000円

（支給月）

６月期

12月期

計

表3.  特別職等の報酬状況（平成28年6月1日現在）

（職制上の加算措置有）

（支給割合）

1.50月分

1.65月分

3.15月分

給　与　等　の　公　表
扶　養　手　当

1. 配偶者

2. 扶養親族
　１人当たり

3. 特定扶養親族加算
  （16歳～22歳）

13,000円

6,500円

5,000円

管理職手当

課長  給与月額
課長補佐

10％
8％・7％

住　宅　手　当 通勤手当
（自家用車等の場合）

2㎞～5㎞未満
5㎞～10㎞未満
10㎞～15㎞未満
15㎞～20㎞未満
20㎞～25㎞未満
25㎞～30㎞未満
30㎞以上

3,500円
5,000円
6,500円
8,900円

11,300円
13,700円
16,100円

区　分

標準的な
事務内容

職員数（人）

構成比（％）

1　級

主　事

7

8.97

2　級

主　事

16.67

13

3　級

係長
主任主事

26

33.33

4　級

課長補佐
係長

23

29.49

5　級

課長
園長

5

6.41

6　級

課　長

4

5.13

7　級

参　事

0

0.00

計

78

区　　　　　　　分

合　　　　　　　計

一般行政部門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
土　　木
小　　計
教　　育
小　　計
水　　道
国　　保
介　　護
小　　計

52
22
22
1
1
3
5
79

平 成 27 年
2
17
6
10
5
1
10
51
22
22
1
1
4
6
79

2
16
6
11
5
1
11

平 成 28 年
0
-1
0
1
0
0
1
1
0
0
0
0
-1
-1
0

対前年増減数職　　　員　　　数

特別行政部門

公 営 企 業 等
会 計 部 門

表７．級別職員数の状況について（平成28年4月1日現在）

（3）その他の手当について

表８．部門別職員の状況（平成28年4月1日現在：単位　人）

（注）1．和木町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。（教育長を除き、再任用職員を含む）
　　　2．職員に適用される給料表の級は、仕事の難易度や責任の度合いにより区分されています。

（注）教育長、再任用職員を含み、臨時及び非常勤職員は除く。

区　分

和木町

国

平均給料
月額

344,410円

316,815円

平均給与
月額

416,455円

361,900円

平均年齢

43.3歳

41.7歳

（平成28年4月1日）

（注）教育長、再任用職員は除く。平均給与月額は、平均給
料月額に管理手当、扶養手当、住居手当等を加えたも
のです。国とは、国家公務員の統計で、平成27年4月1
日現在の数値です。

表5.  職員の平均月額および平均年齢の状況

和　木　町
（平成27年度支給割合）

6月期

12月期

計

期末手当

1.225月分

1.375月分

2.600月分

勤勉手当

0.8月分

0.8月分

1.6月分

6月期

12月期

計

期末手当

1.225月分

1.375月分

2.600月分

勤勉手当

0.8月分

0.8月分

1.6月分

職制上の加算措置有

国
（平成27年度支給割合）

職制上の加算措置有

表6.  職員手当の支給状況について（平成28年6月1日現在）

（2）時間外手当について

（1）期末・勤勉手当について

1.  平日の時間外手当（１時間当たりの単価×125/100）
　 深夜勤務（22時～5時）の場合25/100を加算
2.  休日時間外手当（１時間当たりの単価×135/100）

（注）管理職手当が支給される職員に対しては、時間外
手当ては、支給されません。   
 

借家 
・月額23,000円以下の場合、家賃

から12,000円控除した額
・月額23,000円を超える場合、家

賃から23,000円を控除した額の
1/2に11,000円を加算した額（支
給額限度額27,000円）
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皆さんにその現状を知っていただくため、給与等を公表します。

区分

27年度

人　口 歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費
比率

（B/A）

28年度

表1.  人件費の状況（一般会計当初予算）

H28.4.1現在
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H27.4.1現在
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千円
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千円
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千円
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千円
629,816 13.7%
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　　　委員等）の給与、報酬を含みます。

区　分
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表4.  職員の初任給の状況（平成28年4月1日現在）
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給　　与　　費

給　料
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278,012

職員
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千円
144,894
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計

千円
515,642

区分
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表2.  職員給与費（一般会計当初予算）
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職員の給与等は、町議会で審議されたうえで決められています。

給料月額等 期　末　手　当区　分

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

委員長

議　員

777,000円
（4月～6月）
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計

表3.  特別職等の報酬状況（平成28年6月1日現在）
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3. 特定扶養親族加算
  （16歳～22歳）

13,000円

6,500円

5,000円

管理職手当

課長  給与月額
課長補佐
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8,900円

11,300円
13,700円
16,100円

区　分
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構成比（％）

1　級

主　事

7

8.97

2　級

主　事
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係長
主任主事

26

33.33

4　級

課長補佐
係長

23

29.49

5　級
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4
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計
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平均年齢
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41.7歳

（平成28年4月1日）

（注）教育長、再任用職員は除く。平均給与月額は、平均給
料月額に管理手当、扶養手当、住居手当等を加えたも
のです。国とは、国家公務員の統計で、平成27年4月1
日現在の数値です。

表5.  職員の平均月額および平均年齢の状況

和　木　町
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6月期
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期末手当

1.225月分

1.375月分

2.600月分

勤勉手当

0.8月分

0.8月分

1.6月分

6月期
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期末手当

1.225月分

1.375月分
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勤勉手当

0.8月分

0.8月分
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職制上の加算措置有

国
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職制上の加算措置有

表6.  職員手当の支給状況について（平成28年6月1日現在）

（2）時間外手当について

（1）期末・勤勉手当について

1.  平日の時間外手当（１時間当たりの単価×125/100）
　 深夜勤務（22時～5時）の場合25/100を加算
2.  休日時間外手当（１時間当たりの単価×135/100）

（注）管理職手当が支給される職員に対しては、時間外
手当ては、支給されません。   
 

借家 
・月額23,000円以下の場合、家賃

から12,000円控除した額
・月額23,000円を超える場合、家

賃から23,000円を控除した額の
1/2に11,000円を加算した額（支
給額限度額27,000円）
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る
人
の
う
ち
、
平
成
10
年
７
月
11
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
28
年
３
月
21
日
以

前
か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
平
成
28
年
３
月
22
日
以
降
に
転
入
の
手

続
き
を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
地
で
投
票

で
き
ま
す
。

  

代
理
投
票

　
体
調
不
良
や
心
身
の
障
害
な
ど
に
よ
り
自

分
で
投
票
の
記
入
が
で
き
な
い
方
は
、
投
票

所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係
員
が

あ
な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
書
い
て
く

れ
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

安
心
し
て
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

  

不
在
者
投
票

　
和
木
町
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
や
病
院

に
入
院
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
な
ど
さ
れ
て

い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
な
ど
で

投
票
所
に
行
か
れ
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

 

投
票
期
間
　
７
月
９
日
㈯
ま
で

 

投
票
時
間
　
８
時
30
分
〜
20
時

 

投
票
場
所
　
議
会
棟
委
員
会
室

 

持
参
す
る
も
の
　
投
票
所
入
場
券
（
届
い

て
い
る
場
合
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

  

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

　
町
内
26
箇
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を

設
置
し
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
壊

し
た
り
、
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
破
っ
た
り

す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為

は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 
問
　
選
挙
管
理
委
員
会
　
企
画
総
務
課
内

（
☎
52
–
２
１
３
６
　
内
線
３
０
６
）

　
選
挙
権
を
有
す
る
年
齢
が
、
平
成
28
年

6
月
19
日
以
降
に
公
示
さ
れ
る
国
政
選
挙

か
ら
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、
今
回
の
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

  

投 

票

 

投
票
日
　
７
月
10
日
㈰

 

投
票
時
間
　
７
時
〜
20
時

 

投
票
場
所

◎
和
木
第
１
投
票
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
２
投
票
所
　
和
木
５
丁
目
集
会

所
（
沖
灰
場
集
会
所
）

◎
瀬
田
投
票
所
　
公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜
投
票
所
　
公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

　
有
権
者
の
皆
さ
ん
に
郵
送
さ
れ
る
、
投
票

所
入
場
券
（
は
が
き
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

  

開 

票

 

開
票
日
　
７
月
10
日
㈰

 

開
票
時
間
　
20
時
50
分
〜（
予
定
）

 

投
票
場
所
　
体
育
セ
ン
タ
ー

　

  

投
票
で
き
る
人

　
和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

７
月
10
日（
日
）

第
２４
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙（
山
口
県
選
挙
区
、比
例
代
表
）

18
歳
か
ら
選
挙
権 

﹇
投
票
に
行
こ
う
！
﹈

　
管
理
棟
前
広
場
に
簡
易
プ
ー
ル
を
設

置
し
ま
す
。
大
き
さ
は
約
８
ｍ
×
10
ｍ
、

水
深
15
㎝
〜
40
㎝
程
度
で
す
。
遊
泳
プ
ー

ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
遊
び
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

利 

用 

日
　
７
月
・
８
月
の
土
・
日
・

祝
日
及
び
夏
休
み
期
間
（
雨
天
休
止
）

 

利
用
時
間
　
10
時
〜
16
時
ま
で

 

利 

用 

者
　
小
学
生
以
下
　
※
オ
ム
ツ

着
用
者
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

 

利
用
料
金
　
１
回
２
０
０
円
（
保
護
を

必
要
と
す
る
者
は
保
護
者
含
む
）

　
時
間
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

混
雑
時
は
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

 

問  

（
一
財
）和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会

（
☎
52‐3
7
5
1
）

都
市
建
設
課 

（
☎
52‐2
1
9
8
）

蜂ヶ峯総合公園で水遊び
じゃぶじゃぶハッチプールが

オープン‼

設置イメージ

ミ
　 

ナ
　 

コ
　 

イ
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　マイナンバーカードはマイナンバーが記載された顔写真付きのカードです。マイナンバーの確認及び身分証明を一枚で
することが出来ます。交付手数料は無料（再発行は有料）です。申請から交付まで一定期間かかりますので、お早め
の申請をおすすめします。
◆マイナンバーカードの受け取りについて
　マイナンバーカードの申請後、役場より交付通知書（ハガキ）が届いた方は、マイナンバーカードを受け取ることが出
来ますので、住民サービス課窓口までお越しください。
　なお、第 1・3 木曜日（7 月7日、7 月21日）は 19 時まで窓口を延長して交付しております。
　【受け取りに必要なもの】　※本人の受け取りが原則です
　　① 交付通知書（ハガキ）  ③ 本人確認書類（運転免許証等） 
　　② 通知カード   ④ 住民基本台帳カード（お持ちの方み） 
 問 住民サービス課（☎５２‒２１９４）

　
和
木
町
国
民
健
康
保
険
保
険
料

（
国
保
料
）
の
普
通
徴
収
を
７
月
か

ら
始
め
ま
す
。

　
普
通
徴
収
は
、
国
民
年
金
か
ら
国

保
料
を
天
引
き
し
国
民
年
金
機
構
が

納
付
す
る
方
法
（
特
別
徴
収
）
と
違
い
、

自
分
で
直
接
納
付
し
た
り
、
金
融
機

関
の
口
座
振
替
で
支
払
っ
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　
納
付
書
は
、
７
月
13
日
㈬
頃
ま
で

に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
国
保
料
は
、
1
年
間
分
（
12
カ
月

分
）
を
９
回
に
割
り
、
９
カ
月
間
（
９

期
）
で
納
め
る
仕
組
み
に
な
って
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
各
９
期
の
納
入
期
限

は① 
平
成
28
年
８
月
１
日
㈪

② 
平
成
28
年
８
月
31
日
㈬

③ 

平
成
28
年
９
月
30
日
㈮

④ 

平
成
28
年
10
月
31
日
㈪

⑤ 

平
成
28
年
11
月
30
日
㈬

⑥ 

平
成
28
年
12
月
26
日
㈪

⑦ 

平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

⑧ 

平
成
29
年
２
月
28
日
㈫

⑨ 

平
成
29
年
３
月
31
日
㈮

　
以
上
の
９
回
で
す
の
で
納
付
忘
れ
や

納
付
も
れ
が
無
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
納
付
も
れ
が
続
く
と
、
被
保
険
者

証
を
返
し
て
い
た
だ
き
、
お
渡
し
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
国
保
料
も
他
の
税
金
と
同
様
、

滞
納
が
発
生
す
る
と
、
差
押
等
の
滞

納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
納
期
限
前
に
は
、
口
座
の
残
高
の
確

認
等
を
確
実
に
行
って
く
だ
さ
い
。

 

問
　
税
務
課 （
☎
52
–
２
１
９
３
）

マイナンバーカード（個人番号カード）を申請しましょう！

　住民の皆さまから「防災行政無線の緊急放送
が聞こえにくい。」というお声をいただき、対策の
一環として、防災行政無線テレホンサービス（無
料）を行っています。放送が聞き取れなかった
場合や、もう一度聞きたい場合などにご利用くだ
さい。
電話番号 0120-52-2136
※通話料はかかりません。
※電話が集中してかかりにくい場合がありますので、

あらかじめご了承ください。
※確認できる内容は、役場からの最新の緊急放

送のみとなります。最新の放送から概ね 24 時
間で緊急放送の登録を解除します。

防災行政無線テレホンサービス

平
成
28
年
度
国
保
料
普
通
徴
収

オレンジカフェだより
　６月１３日のオレンジカフェでは、飲
み込みを良くする体操やいきいき体操を
しました。毎回、認知症地域支援推進員
が、認知症に関する心配ごと、悩みごと
の相談に応じます。個室もありますの
で、お気軽にご相談ください。
♪認知症を予防したいと思っている
人、認知症の人、介護をしている人、
話し相手が欲しい人など…一緒にわき
あいあいと、お茶の時間を楽しみませ
んか。冷たい飲み物もご用意していま
す。飲み物のお代わりも自由なので、
ゆったりと過ごしてください。♪

 日　時　7月11日㈪  13時30分～15時
　　　　（時間内　出入り自由）
 場　所　保健相談センター
 参加費　200円（飲み物とおやつ代）
 申・問　地域包括支援センター
　　　　（☎52-2196）

次回のご案内

　いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号まで、ご連絡
下さい。

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定
（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

実 施 日内　容

ストレス相談

骨髄バンク登録

時　間

13：30～15：307月19日（火）
※毎月第３火曜日

受付9：00～11：00

予約電話番号

☎29‒1525

☎29‒1523

7月12日（火）
※毎月第２火曜日

エイズ検査 13：00～16：007月12・26日（火）

肝炎検査
HTLV-1検査

10：00～11：00

☎29‒1519

☎29‒1525

7月26日（火）

ひきこもり家族の会 13：30～16：007月27日（水）

医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

8



460

　６月２日、本年度１回目の社会教育委員会議
が開催され、各主管より年間計画の説明など
があり、活動方針などの確認がされました。
　今年度の事業に関して、委員から様々な意
見が寄せられました。よりよい事業になるよう、
今年度も取り組んでいきたいと思います。

　講義を聞いたりワークショップで体を動かしたりと、様々な
内容の研修が行われましたが、今回の研修で学んだことを
それぞれの子ども会活動にいかしてほしいと思います。

議　長　田尾　勲
副議長　檜垣和俊
委　員
  川畑博子　　松原愛美　　髙橋由美子
  岡　俊行　　福坂通恭　　村上和文
  和田敏明　　竹本貴道　　吉田浅美
  藤本亮恵　　小倉常雄　　湯浅正行
  占部泰章

【団体表彰の部】
◎曙子ども会
◎上組子ども会　
◎瀬田子ども会

第１回
社会教育委員会議

　６月１８日、総合コミュニティセンターで、岩国
地域子ども会育成者を対象とした集団指導者研
修会が開催され、和木町からは約３５名が参加
しました。会に先立ち、岩国地域子ども会育成
連絡協議会表彰として、和木町からは次のとお
り受賞されました。

岩国地域子ども会
育成者集団指導者研修会 和木中学校より

７月６日㈬
薬物乱用ダメ・ゼッタイ教室
時間：14 時 50 分～
　　　　　　15 時 50 分
場所：中学校多目的スペース
　地域の方々が集える場とし
て、会議室をコミュニティー・
ルームとして開放しています。
学校に来られた際は、どうぞ
ご利用ください。

和木学園だより

　（すくすくフェスタinわき）
　６月４日、保健相談センター
にて、地域住民が指導者となっ
て、小学生が駄菓子屋を運営
する「だがしやチャレンジ」を
行い、売り上げの一部を社会
福祉協議会に寄付しました。

　また、中学生が運営ボラ
ンティアに参加し、着ぐるみ
を着て子どもと接したり、福
引コーナーの運営をしたりし
ました。

「地域協育ネット」の取組

（敬称略）
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7月の休館日 　利用者カードを持って図書館へお越し
ください。

＜ＣＤ＞
☆Ｍay Dream/aiko
☆“秋コレ～ MTR＆Y Tour 2015”/ 奥田民生
☆KPP BEST/きゃりーぱみゅぱみゅ
☆Song forYouⅡ/クリス・ハート
☆プログレス /コクア
☆穴空 / 私立恵比寿中学
☆POPMAN’S ANOTHER WORLD/ スキマスイッチ
☆２０２０/‐T.M.Revolution ALL TIME BEST‐
☆連続テレビ小説「あさが来た」オリジナル・サウンドトラック

vol.1/ 林　ゆうき
☆Shining Star/ 松田聖子

＜一般書＞
「風の如く　高杉晋作篇３」　　　　 　 富樫倫太郎 著
「遊園地に行こう！」　　　　　　　　  　 真保裕一 著
「縁は異なもの　麹町常楽庵月並の記」  松井今朝子 著
「私の消滅」　　　　　　　　　 　  　　中村文則 著
「横浜１９６３」　    　　　　　　　 　  　　伊東潤 著
「三の隣は五号室」　　　　　　　　   　　長嶋有 著

　図書館では混雑を避けるために、夏休み前から借りることができるようにしています。
　夏休みに入ると利用が増えるため、課題・指定図書は７月から<貸出期間を１週
間・和木町内にお住まいの方のみ２冊まで>とさせていただきますので、ご了承くだ
さい♪
※町外にお住まいの方は１冊までとなります。
　貸出中の場合は、予約も出来ますので、カウンターにてお問合せください♪

☆図書の無断持ち出し、切り取り、書き込みなどは絶対にしないでください。
発見した場合は弁償していただくこともあります。
　図書は、返却期限内に必ずお返しください。

「疾れ、新蔵」　　　　　　　　　    　　志水辰夫 著
「全能兵器Ａico」　　　　　　　  　　　　鳴海章 著
「総選挙ホテル」　　　　　　　　　   　　桂望実 著
「神奈備」　　　　　　　　　　　　  　　馳星周 著

＜児童書・絵本＞
「はじめてのおとうさんはウルトラマン」

みやにしたつや作・絵
「ピカゴロウ」　　　　ひろただいさく作　ひろたみどり作
「あそぼ」　　　エルヴェ・テュレ作・絵　谷川俊太郎訳
「とらねことらたとなつのうみ」  あまんきみこ作  広瀬弦絵
「ぼくたちのリアル」　　   戸森しるこ著　佐藤真紀子絵
「きかせたがりやの魔女」  　岡田淳作　はたこうしろう絵
「なにがあってもずっといっしょ」

くさのたき作　つじむらあゆこ絵
「せなか町から、ずっと」　　　　 斉藤倫作　junaida画
「ハワイ島のボンダンス」

いわねあい文　おおともやすお絵
「魔女バジルと黒い魔法」　    

茂市久美子作　よしざわけいこ絵

1 2
日 月 火 水 木 金 土

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30

問合せ▼
TEL 54-0222　　FAX 54-0278

ホームページアドレス▼
http://www.waki-toshokan.jp/index.html

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

日にち▶7月16日（土）
時　間▶１０時３０分～１１時
場　所▶図書館おはなしの部屋
対　象▶幼児・小学生
お話会サークル『ゆびとま』
問合せ▶図書館（☎54-0222）

おはなし会のおしらせ読書感想文課題図書・読書感想画指定図書
貸出・予約受付中

24
31
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7 月の行事（うきうきタイム）
7月  5日（火）発育測定（来所順）
　  15日（金）作ってあそぼ
　  29日（金）誕生日会

赤ちゃんから、幼稚園に
あがるまでのお子さん
あつまれ！！

すっくちゃん

子育てサロン「たんぽぽ」
～親子で遊び、交流してみませんか？～

すくすく計測相談会

地域子育て支援センターからのお知らせ

うきうき広場
　地域子育て支援センター（保育所２
階）には、子どもさんが喜ぶおもちゃが
充実しています。ふれあいの場としてご活用ください。
 日時　毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　 ９時３０分～１２時

うきうきタイム（保育士による手遊び等）１１時頃～
所庭での外遊び　　　　　　　１１時３０分頃～

 対象　乳幼児（幼稚園に入園まで）とその保護者
 場所・問　地域子育て支援センター（保育所２階）

（☎53-5551）

 日時　７月１４日（木）１３時３０分～１５時 受付
 対象　新生児・乳児・幼児
　　　 ※事前申込み不要
 内容　身長・体重測定、保健相談、

栄養相談、母乳相談
 場所・問　保健相談センター（☎52-7290）

　子育てサロン「たんぽぽ」では、
親同士、子ども同士のコミュニケー
ションのための場所を提供していま
す。お気軽にご参加ください。

　「子育ての情報交換をしたい」そ
んな共通の目的で集まった親子で子
育てサークルを作りませんか？ 自主
的な親子のつどいを応援します。

 日時　７月１９日（火）
１０時～１１時３０分

 対象　乳幼児（幼稚園に入園前まで）
 内容　室内での遊び・茶話会
 場所　和木２丁目第３集会所（山の手集会所）

※当日は、ピンクの幟を掲げています
 参加費　１家族１００円
 問　社会福祉協議会（☎52-8644）

妊婦歯科健診
　妊娠中は、ホルモンの影響で歯周病
等のリスクが高くなると言われています。
是非ご利用ください。
受診に必要な物▶
①和木町妊婦歯科健診受診票
　※お持ちでない方は保健相談センターへ
②母子健康手帳　　　
③健康保険証
 受診期間　受診票交付日から、出産日の前日まで
 受託医療機関　杜本歯科医院（☎53-7777）

大和橋歯科（☎52-8100）
悠デンタルクリニック（☎28-5700）

 問　保健相談センター（☎52-7290）

和木幼稚園 わくわくフェスタ
　和木幼稚園ＰＴＡ主催の「わくわくフェスタ」を開催します。
親子で楽しめるものを準備しています。
 日時　７月１６日(土)１１時３０分～１３時３０分

１１時３０分から盆踊り、その後、わくわくフェスタ 
スタートになります。

 場所・問　幼稚園（☎52-2707）
※中学校のグランドを駐車

場として使用できます。
 その他　かき氷、ポップコーンは、現金で購

入できます。バザーもご利用いただけます。その他につ
いては、当日券がありますが、数に限りがあります。

子育てサークル育成支援事業

 対象　①代表者及びメンバーの
2/3 以上が和木町民

②乳幼児とその保護者で構成されている
③オープンなもの

受診に必要な物▶
①保健相談センターの施設の使用
　平日8時30分～17時15分
　※使用のない日に限ります
②活動内容の相談
 その他　サークルとしての登録や活動回数は問いません。

夏休みのみの活動でも結構です。
 問　保健相談センター（☎52-7290）

わくわくルーム
　保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場として開
放しています。
 日時　毎週木曜日　９時～１６時
　　　  ７月２８日（木）はお休みです
　　　 わくわくタイム　１１時頃から
（わくわくタイムを実施しない日も
あります）
 場所・問　保健相談センター　

！

7月の行事（わくわくタイム）
7月14日（木）お話会
　  21日（木）わくわく夏祭り会

政治活動、宗教活動、営利目的での利用は
対象外です

要予約
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7月

平成28年度内に
到達する年齢 生年月日

６５歳
７０歳
７５歳
８０歳
８５歳
９０歳
９５歳
１００歳

昭和２６年４月２日生～昭和２７年４月１日生
昭和２１年４月２日生～昭和２２年４月１日生
昭和１６年４月２日生～昭和１７年４月１日生
昭和１１年４月２日生～昭和１２年４月１日生
昭和６年４月２日生～昭和７年４月１日生
大正１５年４月２日生～昭和２年４月１日生
大正１０年４月２日生～大正１１年４月１日生
大正５年４月２日生～大正６年４月１日生

健診結果説明会
 日時  7 月２５日㈪・２６日㈫・
　　  ２７日㈬・２８日㈭
※２５日は、初日のため混雑が
　予想されます。
　待ち時間が長くなることをご了承ください。
 場所・問  保健相談センター　（☎52-7290）

問合せ・申込先

保健相談
センター

（☎52-7290）

か
ら
だ

応
援
ペ
ー
ジ

元気アップ教室

●作り方
①下準備　小松菜…柔らかく色よく茹でて粗みじん切りにす
る。しっかり水けを絞る。　　　
オーブン…170度にあたためておく。
かつおぶしを加え、火を止め、ざっくり混ぜ合わせる。
②ミキサーにかける　ミキサーに①の小松菜と油、砂糖、豆乳
を入れなめらかになるまで、ミキサーにかける。ボウルに移す。
③生地を作り、オーブンで焼く　②のボウルに、小麦粉とベー
キングパウダーを合わせてふるいながら、加える。さっくり混
ぜる。天板にオーブン用シートをしき、生地を流す。170度で
約20～25分焼く。食べやすい大きさに切る。

初心者の方でも安心して体験できます。
 日時　 ８月５日㈮　１３時３０分～１５時
 準備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・飲み物
 申込み　８月３日㈬まで（定員１５名）
 場所・問　保健相談センター（☎52-7290）

 日時　７月１３日㈬
　　　１０時～１５時
 対象　一般の方　　
 内容　体組成測定　※申込み不要
 場・申　保健相談センター（☎52-7290）

　健康のためにできること…
　まずは、自分のからだを知ることです！
今回は、体組成測定です。筋肉量、左右差など
や運動プログラムがわかり
ます。

ヨガ編

自分のからだ測定会
～ 健康と体力 向上事業 ～

平成28年度
成人用肺炎球菌ワクチン予防接種

知って、変わろう！知って、変わろう！

　予防接種法施行令の一部改正に伴い、成人用
肺炎球菌ワクチン予防接種が定期接種となって
います。
 実施期間　平成２９年３月３１日㈮まで（転居後、無効）
 対象者　これまでに肺炎球菌ワクチンを一度も接
種したことがない方で①②いずれかに該当する方
①以下の年齢、生年月日の方
　（年齢対象となる方に、４月中に通知を送らせてい

ただきました。届いてない場合はご相談ください）

②６０歳以上６５歳未満の方であって、心臓、腎臓
もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルス
による免疫の機能に障害を有する方
 予診票の交付　通知された書類を保健相談セン
ターに提出し、予診票の交付を受けてください。代
理人が提出する場合は本人の記入・押印が必要
です。
 自己負担額　２，７６０円

（生活保護受給者は無料、生活保護証明書が必要）
 問　保健相談センター　（☎５２-７２９０）

小松菜のパンケーキ（材料４人分）

小松菜
小麦粉
ベーキングパウダー
油
砂糖
豆乳
オーブン用シート

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５０ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７０ｇ

・・・ 小さじ１
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ１

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ３
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０ml

・・・・・・・・・・ 適宜

一人分エネルギー　128キロカロリー
小松菜の緑色がきれいです。卵を使用しないケーキです。
（和木町食生活改善推進協議会　５班）

和木町 健診・がん検診の
　　　　結果のお返しについて
　６月２０～２９日に実施しました和木町 健診・がん
検診の結果を下記の日程でお返しします。

献血バスがやってきます！！
 日時　８月１日（月）１０時～１５時
 場所・問  保健相談センター　
※400ｍｌ献血のみの受付となっています。

※約1,000名の方が、受診されました。結果内容に関わら
ず、最短でお返しできるのが健診結果説明会です。こ
の期間に取りに来られなかった場合は、８月にお送りし
ます。
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医療分
所得割
均等割
平等割

（総所得金額－３３万）円×料率（6.5）％＝　①　円
一人当たり（27,000）円×世帯の加入数（Ｘ）人＝　②　円
一世帯当たり　21,000円・・・③円   　　①＋②＋③＝医療分

（総所得金額－３３万）円×料率（2.4）％＝　①　円
一人当たり（10,000）円×世帯の加入数（Ｘ）人＝　②　円
一世帯当たり　7,600円・・・③円   　①＋②＋③＝支援金分

（総所得金額－３３万）円×料率（2.2）％＝　①　円
一人当たり（11,600）円×世帯の加入数（Ｘ）人＝　②　円
一世帯当たり　6,100円・・・③円   ①＋②＋③＝介護保険分

後期高齢者
支援金分

所得割
均等割
平等割

介護分

料
保
国

所得割
均等割
平等割

65歳以上の方

国民健康保険料＝
　　　　医療分+支援金分
および介護保険料＝介護分

年度の途中で65歳になるとき

40歳～64歳の方は、介護分の保険料も合わせて賦課されるので、国保料は年齢に応じて次のようになります。

介護保険の第１号被保険者
40歳～64歳の方

国民健康保険料＝
　  医療分+支援金分＋介護分

年度の途中で40歳になるとき

介護保険の第２号被保険者
40歳未満の方

国民健康保険料＝
　　　　医療分+支援金分

保険料を納めるのは世帯主

※介護分の負担はありません。

皆さんの国保料は、次の計算式をもとに算定します。
所得割額▶
均等割額▶
平等割額▶

加入者の所得に応じて計算します。
加入者一人につき医療分27,000円、支援金分10,000円（介護分は11,600円）
一世帯当たり医療分21,000円、支援金分7,600円（介護分は6,100円）

国民健康保険料の算定方法国民健康保険料の算定方法
知っておこう！知っておこう！知っておこう！

※保険料の上限額（賦課限度額）は医療分54万円、支援金分19万円、介護分16万円です。

年 間 保 険 料 額
=

医　療　分 支　援　金　分 介　護　分
+ +

※国保加入の届出が遅れた場合、資格を得た月までさかのぼって納めることになりますので､ご注意ください。

（合わせて納付）
※同じ世帯の40歳～64歳以外の方は

介護分の負担はありません。

※介護保険料は、老齢（退職）年金
等が年額18万円（月額15,000円）
以上の方は年金から天引きし、そ
の他の方は納付書で納めます。

　世帯主が国保の加入者でなくて
も、世帯内に国保の加入者がいれ
ば、保険料を納めるのは世帯主（擬
制世帯主）です。ただし、保険料が
賦課されるのは加入者分のみです。
　届け出により条件を満たせば、世
帯主の変更も可能です。

　40歳の誕生日の月（誕生日が１日
の人はその前月）から介護保険の第
2号被保険者に該当し、介護分を納
めます。
　資格取得後、月割りで計算した介
護分と医療分を合わせた新しい保険
料額を、改めてお知らせします。

　65歳の誕生日の次の月（誕生日が
1日の方はその月）から、介護保険
料の第1号被保険者に該当し、介護
保険料の納付方法が変わります。第
2号被保険者としての介護保険料は1
年間で按分して計算していますの
で、二重払いにはなりません。

13



後期高齢者医療制度の創設により国民健康保険加入者が減った世帯には、次のような措置がとられます。

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

　平成 28 年度の免除等の受付は 7 月 1 日㈮から開始されます。平成 28 年 7 月分から平成 29 年 6 月分までの
期間を対象として審査を行います。
　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基
礎年金が受けられなくなる場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付免除・猶予となる「保険
料免除制度」や「若年者（20 歳以上 50 歳未満）納付猶予制度（平成 28 年 7 月 1 日から、対象年齢は 20
歳以上 50 歳未満となります）」があります。
　失業に伴う退職をした場合には、「特例免除制度」があり、退職した配偶者または本人の所得の状況を除外し
て審査が行われるので、所得制限額が低くなります。申請を忘れていたために未納期間を有している方などは、
年金事務所または保健福祉課へご相談ください。
※岩国年金事務所では、平日の年金相談について、窓口相談と並行して、予約制による年金相談を実施しています。

　世帯の前年中の合計所得金額が下記の基準額を超えない場合、均等割、平等割の金額
が軽減されます。

※軽減判定所得は、4 月 1 日現在の国保加入者全員の総所得金額です。ただし、擬制世帯主（世帯主が他の社会保険等）
　の所得を含めます。
（注）低所得者の世帯であっても、世帯全員の所得の申告がないと軽減措置はできませんのでご注意ください。

●
高
齢
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　
70
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者
の
方
へ
は
、
高
齢
受
給

者
証
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
受
給
者
証
の

有
効
期
限
は
7
月
31
日
㈰
で
す
。

　
8
月
以
降
に
ご
使
用
い
た
だ
く
受
給
者
証
を
、
今

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
7
月
末
ま
で
に
届
い
て
い
な
い
場
合
や
、
そ
の
他
ご

不
明
な
点
は
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は
お
す
み
で
す
か
？

　
国
保
に
加
入
、
脱
退
す
る
と
き
は
、
14
日
以
内
に

保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生
し
た
日
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

※
保
険
料
を
さ
か
の
ぼって
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、
全
額
自

己
負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
資
格
を
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険
者
証
で
受

診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
、
お
返
し
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
離
職
票

・
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
届
出
人
の
身

分
証
明
書

脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
（
対
象
者
全
員
分
）
ま

た
は
資
格
取
得
証
明
書

・
国
保
の
被
保
険
者
証
（
返
却
の
た
め
）

・
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
届
出
人
の
身

分
証
明
書

問 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
―
2
1
9
5
）

○保険料軽減判定時に、創設前と同様の軽減措置を受けられるように、５年間、後期高齢者医療制度に移った方の
所得と人数も含めて軽減判定を行います。

○同一世帯の人が後期高齢者医療制度に移ったために、国保加入者が１人になった場合、平等割額（介護分は除く）
を５年間、２分の１にします。

（注）ただし、世帯主が変更した場合や、国保加入者が世帯から出た場合は対象になりません。問 税務課 （☎52-2193）

保険料の軽減
軽減割合 軽減対象世帯

7 割
5 割
2 割

33 万円以下の世帯
33 万円 +（26 . 5 万円×被保険者数）以下の世帯
33 万円＋（48 万円×被保険者数）以下の世帯 

納　付 全額免除 一部免除 未納若年者納付猶予
（学生納付特例）

老齢・障害・遺族基礎年金の受給資格期間に…
老齢基礎年金額の計算に… 含まれる

含まれる
含まれる
含まれる

含まれる
含まれる

含まれない
含まれる

含まれない
含まれない

「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

問 岩国年金事務所 （☎24-2222）　保健福祉課 （☎52-2195）
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後期高齢者医療制度に関するお知らせ後期高齢者医療制度に関するお知らせ
 保険料額決定通知書の送付等について
○保険料額決定通知書の送付について

保険料額決定通知書と納入通知書を7 月中旬に送ります。納付方法や納期限をご確認ください。
○年金天引きから口座振替に変更できます

保険料の納め方が「年金天引き」の方も、お申し出により「口座振替」に変更できる場合があります。お申し出
は随時受け付けます。７月２２日㈮までにお申し出があれば 10 月分から口座振替が可能です。
※口座振替に変更すると、口座名義人の社会保険料控除が増えることにより、世帯全体で見たときに所得税・住

民税が減額になる場合があります。詳しいお手続きについては税務課（☎52－2193）へお問い合わせください。
○口座振替のお手続について

これまで国民健康保険料（税）を口座振替で納めていた方で、後期高齢者医療制度でも口座振替による納付
を希望される方は、新たに口座振替のお手続きが必要となります。窓口や金融機関に備え付けの申込用紙にご記
入のうえ、金融機関へお申込みください。
※申込みに必要な書類…預金通帳、通帳の届出印、納入通知書、被保険者証
○平成 28・29 年度の後期高齢者医療の保険料について

均等割額　52,390 円，所得割率　10.52％
※保険料（一人当たり）の上限額は 57 万円です
○平成 28 年度の後期高齢者医療保険料の軽減措置について
●平成 27 年中の世帯主と世帯の被保険者の所得の合計に応じて
「均等割額（52,390 円）」が次のとおり軽減されます。
※下線部が変更となりました。
・33 万円＋（48 万円×被保険者数）以下の世帯 ⇒2 割
・33 万円＋（26.5 万円×被保険者数）以下の世帯 ⇒5 割
・33 万円以下の世帯 ⇒8.5 割
・33 万円以下の世帯のうち、被保険者全員が年金収入 80 万円以下で、その他各種所得がない世帯⇒9 割
●所得割額を負担する方のうち、賦課のもととなる所得が 58 万円以下の方は、所得割額が 5 割軽減されます。
●健康保険（国民健康保険や国民健康保険組合を除く）の扶養に入っていた方は、所得割額の負担はなく均等

割額が 9 割軽減されます。
 限度額適用・標準負担額減額認定証（減額認定証）の更新について
　現在交付している減額認定証は有効期限が 7 月31日㈰となっています。減額認定証をお持ちで平成 28 年 8 月
以降の認定区分が「区分Ⅰ」または「区分Ⅱ」に該当する方には、7 月31日㈰までに新しい減額認定証を郵送します。
 保険証（後期高齢者医療被保険者証）の更新について

現在交付している保険証は有効期限が 7 月 31 日㈰となっています。新しい保険証（オレンジ色）は、7 月下旬
に郵送（簡易書留）されます。

新しい減額認定証及び保険証は、8 月 1 日㈪から医療機関へご提示ください。現在お持ちの減額認定証及び
保険証（緑色）は 8 月 1 日㈪以降使用できません。使用できなくなった減額認定証及び保険証は各自で処分し
てください（返却の必要はありません）。

 後期高齢者医療制度の歯科健康診査
山口県後期高齢者医療広域連合では、歯や歯肉の状態及び口腔清掃状態などをチェックし、口腔機能の低下

防止を図ることを目的に、歯科健康診査を行っています。
 健診項目  口腔状態の確認（虫歯や歯周病の有無等）、噛む力の確認、舌の動きの確認、のみこむ力の確認など
 対 象 者
・前年度において７５歳年齢到達により新たに被保険者資格を取得された方
・前年度において障害認定により新たに被保険者資格を取得された方
 実施期間   １２月３１日㈯まで
 実施場所  実施歯科医療機関については、６月末までに封書でお届けする歯科健康診査受診券に同封いたします。
 持 参 品  ①歯科健康診査受診券、②同封の質問票、③後期高齢者医療被保険者証
 自己負担額  ３００円
 問  山口県後期高齢者医療広域連合業務課保健事業推進係（☎083－921－7112）

山口県後期高齢者医療広域連合（☎０８３－９２１－７１１１）、保健福祉課（☎５２－２１９５）問
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乳幼児・ひとり親家庭・こども安心医療費助成制度
更新手続きのお知らせ

　この制度は、次に該当される方の医療費の個人負担分を公費で負担する制
度で、申請により助成されます。
◎乳幼児（県制度）
 対象者　就学前までの児童
 要　件　父母の町民税所得割の課税額が合算額で 136,700 円以下※
◎ひとり親家庭（県制度）
 対象者　18 歳に達する日以後最初の 3 月 31 日まで（高等学校卒業の年次
まで）の者とその父または母
 要　件　町民税所得割非課税世帯※
◎こども安心医療（町制度）
 対象者　15 歳に達する日以後最初の 3 月31日までの児童・生徒
 要　件　他の福祉医療制度（重度心身障害者・乳幼児・ひとり親家庭）に
該当しない児童
※町民税の所得制限について、年少扶養控除等廃止の影響が生じないよう、

扶養控除があったものとして再計算した額で判断します。
　申請の受付は、7 月11日㈪から保健福祉課窓口にて行います。
 持参物　申請書、印かん、助成制度の対象となる方の保険証、マイナンバー
のわかるもの
※乳幼児及びひとり親家庭制度該当の方のみ
　９月以降に申請の場合は、有効期間が申請月の初日までしか遡れなくなりま
すので、遅くとも８月末までには申請にお越し下さい。
 問　保健福祉課（☎５２‒２１９５）

　一億総活躍社会の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい高齢者
の方を支援します。

● 支給対象者 ●
　平成２７年度臨時福祉給付金の支給対象者に該当する方のうち、
平成２９年３月３１日までに６５歳以上になる方が対象です。
※ただし、生活保護の受給者である方などは対象外となります。
※平成２７年度臨時福祉給付金対象者…平成２７年度分の住民税が課税されて

いない方で、　課税者の扶養親族になっていない方

 支給額　対象者１人につき　３０,０００円（支給は１回です）
 申請期限　８月１０日㈬（対象と思われる方には申請書を送付しています。）
 給付金の受取方法　原則、指定口座に入金します。
振り込め詐欺にご注意を！
　高齢者向け給付金に関して、町や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コンビニ
などの現金自動支払機）の操作をお願いすることは絶対ありません。不審な電
話があったときは、保健福祉課または警察署へご連絡ください。
厚生労働省給付金専用ダイヤル
オー！ みな いいきゅうふ
０５７０‒０３７‒１９２
 問　保健福祉課 （☎52-2195）

高齢者向け給付金のご案内
（年金生活者等支援臨時給付金）

　瀬田２丁目坂根公園付近で、
クマと思われる動物が目撃されま
した。
　次のことに注意してください。

○山に入るのは、控えましょう。
どうしても入る場合は、一人で
は入らず、音を立てながら歩き
ましょう。

○早朝・夜間は出会う可能性が高
くなりますので、一人では、出歩
かないよう注意してください。

もしもクマに出会ったら
　落ち着いてその場から離れま
しょう。クマをおどろかすので、大
声を出したり、走って逃げるのは
やめましょう。
出没情報は、
岩国警察署（☎24-0110）
住民サービス課
（☎52-2194）まで！

「出没情報」
クマに注意しましょう！！

蜂ヶ峯総合公園内
バッテリーカーに

トーマスが
仲間入り

　蜂ヶ峯総合公園内のバッテリー
カーに、トーマスが新しく仲間入り
しました。料金は、1 回 100 円です。
　ご利用お待ちしております。
 問　（一財）和木町蜂ヶ峯
　　 総合公園管理協会

（☎52-3751）
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行

政

相

談

特
設
人
権
相
談

面

接

相

談

巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
相
談
等

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

相
続
、遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題

相
続
登
記
等
及
び
空
き
家
問
題

無
料
電
話
相
談
会

相
談
内
容

日
時

場
所

対
象

予
約
受
付
時
間

申
・
問

日
時

日
時

日
時

場
所

場
所

場
所

日
時

日
時

相
談
受
付
電
話
番
号

場
所

場
所

問問

問

問

日
時

場
所

日
時

日
時

主
催

日
時

場
所

問 場
・
問

主
催

相
談
員

個
別
相
談

内
容

申
・
問

各
種
お
知
ら
せ

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
って
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　 

7
月
15
日
㈮
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
–
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に
８
時

30
分
〜
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
って
い
ま
す
。

　
　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　 

7
月
28
日
㈭
　
9
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
階
健
康
相
談
室
　

　 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

岩
国
市
役
所
前
事
務
所（
☎
22
–
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
毎
月
第
4
週
に
開
催
を
予
定
で
す
。

　
　 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

　
　 

7
月
21
日
㈭
　
９
時
〜
12
時

　
　 

総
合
コ
ミュニテ
ィ
セ
ン
タ
ー  

１
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　 

行
政
書
士
　
用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
–
3
3
7
5
–
1
1
5
2
）

　
　 

7
月
6
日
㈬
　
９
時
30
分
〜
12
時

　
　 

文
化
会
館
１
階
講
習
室

　
　
　 

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　 

家
庭
内
で
の
悩
み
事
や
も
め
ご
と
、

相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
の
貸
借
、

借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
な

ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
–
２
１
９
５
）

　
和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
で

困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な
る
な
ど
、

お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つい
て
お
応
え
す

る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
面
接
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　 

７
月
７
日
㈭
　
14
時
〜
17
時

　
　 

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　 

幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
–
81
–
７
８
３
０
）

　
　
　
　
　
　 

8
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
ハロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受
給

者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た

め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
　 

7
月
19
日
㈫
　
13
時
〜
16
時

　
　 

文
化
会
館
　
２
階
商
工
指
導
室

　 

岩
国
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
21
–
3
2
8
1
）

　
　 

８
月
６
日
㈯
　
10
時
〜
16
時

 （
☎
0
1
2
0
–
0
0
3
–
8
2
1
）

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャッ
シ
ン
グ
等
の
多
重
債
務

問
題

・
相
続
登
記
な
ど
の
相
続
問
題

・
空
き
家
問
題
（
空
き
家
の
管
理
処
分
に
困
る
、

近
所
の
空
き
家
の
放
置
に
よ
る
被
害
・
迷

惑
等
）
に
つ
き
ま
し
て
、
お
困
り
の
方
に
手

続
の
ご
説
明
や
お
近
く
の
司
法
書
士
事
務

所
の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
の
ご

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

  

午
前
中
は
ご
相
談
が
多
い
た
め
、
回
線
が
繋

が
り
に
く
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
相
談
会
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　 

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　 

相
談
会
担
当
　
片
山
ま
で

（
☎
21
–
4
8
0
1
）

　
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
ひ
き
こ
も
り

の
状
態
に
あ
る
方
の
ご
家
族
・
ご
本
人
へ
の
支

援
と
し
て
次
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

※
ひ
き
こ
も
り
と
は
、
半
年
以
上
、
学
校
や

職
場
に
行
か
ず
、
家
族
以
外
と
の
親
密
な

対
人
関
係
が
持
て
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る

場
合
を
い
い
ま
す
。

　
　 

月
曜
〜
金
曜  

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　 

岩
国
総
合
庁
舎
２
階

●
家
族
教
室

　
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
対

応
に
つい
て
学
び
ま
す
。

　
　 

全
６
回
コ
ー
ス
　
①
７
月
13
日
㈬
、②
８

月
10
日
㈬
、③
９
月
14
日
㈬
、④
10
月
12
日
㈬
、

⑤
１１
月
９
日
㈬
、⑥
12
月
14
日
㈬
　
13
時
30

分
〜
16
時

　
　 

岩
国
総
合
庁
舎
２
階

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
家
族
の
集
い

　
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
同
士
の
分
か
ち
合

い
の
会
で
す
。

　
　 

毎
月
第
４
水
曜
日  

13
時
30
分
〜
16
時

　
　 

岩
国
総
合
庁
舎
２
階

　
　
　
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
–
1
5
2
5
）
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家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
さ
れ
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
つ
い
て

和
木
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
朝
市

求
職
者
支
援
訓
練

中
退
共
の
退
職
金
制
度

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

　
町
内
の
犯
罪
に
対
す
る
抑
止
力
の
向
上
や

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
内
に
住
ん
で
い
る
方
で
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
さ
れ
る
方
に
対
し
、
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す

〇
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
用
い
る
町
内
の
住

宅
（
事
務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
用
途
を
兼
ね
る
家
屋
を
含
む
）
に
新

た
に
防
犯
を
目
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
方

※
ア
パ
ー
ト
、
借
家
は
除
き
ま
す

〇
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

〇
防
犯
カ
メ
ラ
及
び
画
像
デ
ー
タ
保
存
装
置

等
防
犯
カ
メ
ラ
と一体
的
に
機
能
す
る
機
器

の
購
入
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
用
ケ
ー
ブ
ル
の
設
置
工
事
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
（
既
存
設
備
の

撤
去
、
移
設
に
要
す
る
経
費
は
除
く
）

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
表
示
に
か
か
る
費
用

〇
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
必
要
な
経
費

※
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
た
め
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
及
び
タ
ブ
レッ
ト
の
購
入
に
か
か
る
費

用
は
除
き
ま
す

　
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
の
額
（
千
円
未

満
の
端
数
切
捨
て
）
で
、
１
住
宅
に
つ
き
５
万

円
を
限
度
と
し
ま
す

補
助
金
を
受
け
る
に
は

　
設
置
工
事
着
手
前
に
、
次
の
書
類
を
用
意

し
、
企
画
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金
交
付
申
請
書

（
申
請
書
は
企
画
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

〇
防
犯
カ
メ
ラ
の
概
要
が
わ
か
る
カ
タ
ロ
グ
等

〇
設
置
場
所
の
現
況
写
真
及
び
見
取
り
図

〇
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
画
像
の
取
扱
い
を

適
切
に
行
う
こ
と
の
証
明
書
等

〇
町
税
等
完
納
証
明
書
ま
た
は
滞
納
が
無
い

こ
と
の
証
明
書

　
申
請
書
提
出
後
、
企
画
総
務
課
で
内
容

を
審
査
し
、
補
助
金
交
付
の
可
否
を
決
定
し

ま
す
。

　
な
お
、
事
業
完
了
後
は
、
実
績
報
告
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
受
付
順
に
審
査
を
行
い
ま
す

※
予
算
額
を
超
え
た
場
合
は
、
補
助
金
の
交

付
を
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す

　 

企
画
総
務
課
（
☎
52
–
2
1
3
6
）

　
　
　
　 

カ
ラ
ー
・
コ
ス
メ
も
学
べ
る
エ
ス
テ

テ
ィ
シ
ャ
ン
科

　
　
　
　 

9
月
1
日
㈭
〜
11
月
30
日
㈬

　
　
　
　 

8
月
4
日
㈭

　
　
　
　 

15
名

　
　
　
　 

和
木
駅
交
流
プ
ラ
ザ

　
㈲
ノ
エ
ビ
ア
大
竹
栄
（
☎
53
–
3
8
2
9
）

　
　
　 

岩
国
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
21
–
3
2
8
1
）

　
　
　 

無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
等
有
料
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

１
　
等
　
5
億
円
×
23
本

前
後
賞
各
　
1
億
円
×
46
本

※
発
売
総
額
6
9
0
億
円
、
23
ユ
ニッ
ト
の

場
合

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
7
0
0
0
万

１
　
等
　
7
0
0
0
万
円
×
1
2
0
本

※
発
売
総
額
3
6
0
億
円
、
12
ユ
ニッ
ト
の

場
合

　
　
　
　 

７
月
6
日
㈬
〜
29
日
㈮

　
　
　 

８
月
9
日
㈫

　
　
　
　
　 

8
月
15
日
㈪

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
（
第
6
８

1
回
全
国
自
治
宝
く
じ
）
及
び
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
7
0
0
0
万
（
第
6
8
2
回
全
国
自

治
宝
く
じ
）
の
時
効
（
平
成
28
年
８
月
16
日

㈫
）
が
迫
って
お
り
ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。

・
掛
金
に
特
例

・
掛
金
は
全
額
非
課
税

・
掛
金
の一部
を
国
が
助
成

・
外
部
積
立
で
管
理
が
簡
単

※
他
の
退
職
金
・
企
業
年
金
制
度
等
と
の
ポ
ー

タ
ビ
リ
テ
ィ
も
可
能
で
す
。

　 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
03
–
6
9
0
7
–
1
2
3
4
）

　
　 

７
月
13
日
㈬
　
９
時
〜

　
　 

コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
広
場

　
　 

新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
員
を
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
–
2
1
9
4
）

　
た
だ
い
ま
、
走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒
な
ど
思

わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
降

り
の
際
は
、
バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開

い
て
か
ら
席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
立
ち
に
な
って

ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
つ
り
革
や
握
り

棒
に
し
っ
か
り
お
つ
か
ま
り
下
さ
い
。

　 

山
口
県
バ
ス
協
会

（
☎ 

0
8
3
–
9
2
2
–
5
0
3
1
）

　
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が

い
を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済

的
な
自
立
を
促
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参

加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

 

日
時  

７
月
13
日
㈬
　
15
時
〜
15
時
30
分

 

場
所  

総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売

受
講
料

訓
練
期
間

募
集
期
限

内
容

日
時

問

問

問

補
助
対
象
者

支
払
開
始
日

補
助
金
の
額

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

当
選
金
額

当
選
金
額

コ
ー
ス
名

募
集
定
員

実
施
場
所

実
施
機
関
及
び
問
合
せ

場
所

問

抽
選
日

申
込
先

発
売
期
間
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自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
・

警
察
・
消
防
合
同
説
明
会

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

耐
震
改
修
補
助
制
度

労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
の
ご
利
用
を
！

耐
震
診
断
員
に
よ
る
木
造
住
宅

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

平
成
２８
年
度
消
防
設
備
士
試
験

岩
国
市
水
道
局
職
員
募
集

　
　
　
　 

7
月
16
日
㈯
〜
7
月
31
日
㈰

●
小
型
船
舶
の
海
難
防
止

・
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
発
航
前
点
検
の
徹
底

●
見
張
り
の
徹
底
及
び
船
舶
間
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
促
進

・
常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底

・
船
舶
間
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
促
進

●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
等
自
己
救

命
策
の
確
保

　
　 

７
月
７
日
㈭
　
１０
時
〜
１６
時

　
　 

文
化
会
館
（
１
階
講
習
室
）

　
耐
震
診
断
員
が
診
断
・
工
事
の
流
れ
や
注

意
点
等
を
無
料
で
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
お
家
の
図
面
な
ど
が
あ
れ
ば
、

　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

を
無
料
で
行
い
ま
す
。
耐
震
改
修
に
つい
て
は
、

費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　
　 
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た一戸
建
て
の

木
造
住
宅

　
　
　
　 

所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。）

◆
無
料
耐
震
診
断
　
募
集
戸
数
　
５
戸

※
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　 

9
月
30
日
㈮

※
耐
震
診
断
員
の
派
遣
は
、
10
月
以
降
と
な

り
ま
す
。

◆
耐
震
改
修

　
　
　
　 

２
戸

　
　
　
　 

9
月
30
日
㈮

　
　
　
　
　 

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
都
市
建
設
課
（
☎
52
–
２
１
９
７
）

〜
労
働
問
題
で
お
困
り
の
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〜

　
県
で
は
、
労
働
問
題
に
精
通
し
た
専
門
の

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
る
労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
賃
金
、労
働
時
間
、退
職
、解
雇
、セ
ク
ハラ
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、
各
種
の
労
働
相
談
を
電
話
に

よ
り
承
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　 （
☎
０
８
３
–
９
３
３
–
３
２
３
２
）

　
　
　 

社
会
保
険
労
務
士

　
　
　 

無
料
（
通
信
料
は
発
生
し
ま
す
）

　
　
　 

月
曜
日
〜
金
曜
日
、
9
時
〜
18
時

（
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
ご
相
談
は
、メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

roudou@
pref.yam

aguchi.lg.jp

　
　 

甲
種
（一定
の
資
格
が
必
要
）、
乙
種

　
　 

９
月
４
日
㈰

　
　
　
　 

下
関
市
、
山
口
市
、
周
南
市

　
　

書
面
申
請
：
7
月
4
日
㈪
〜
7
月
15
日
㈮

電
子
申
請
：
7
月
12
日
㈫
ま
で

　  　
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
な
ど

に
備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
書
類
な
ど
を
添

え
て
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
、

消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
提
出

※
電
子
申
請
は
（一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
参
照
　

　 
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
３１
–
０
１
９
６
）

自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
・
警
察
・
消
防

　
　 

7
月
10
日
㈰
　
10
時
〜
16
時

　
　 

シ
ン
フ
ォニ
ア
岩
国

自
衛
隊
・
消
防

　
　 

7
月
16
日
㈯
　
10
時
〜
16
時

　
　 

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

自
衛
隊
・
警
察

　
　 

7
月
17
日
㈰
　
10
時
〜
16
時

　
　 

岩
国
市
民
会
館

自
衛
隊

　
　 

8
月
7
日
㈰
　
10
時
〜
16
時

　
　 

和
木
町
役
場

　 

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

岩
国
地
域
事
務
所 

担
当
山
下（
☎
23
–
1
5
8
0
）

●
初
級
事
務

　
　
　
　 
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、高
等
学
校
以
上
を
卒
業
ま
た
は
平
成
２９

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

　
　
　
　 

１
人
程
度

　
　
　
　 

9
月
18
日
㈰
　
8
時
50
分
〜

　
　 

岩
国
市
水
道
局

　
　 

適
性
検
査
、
教
養

　
　
　
　 

7
月
15
日
㈮
〜
8
月
22
日
㈪（
必
着
）

　
　
　
　
　 

平
成
２９
年
４
月
１
日
以
降

※
交
替
勤
務
の
可
能
性
有
り

　
　
　 

所
定
の
申
込
書（
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、
写
真
２
枚
（
縦

４㎝
×
横
３㎝
）、
卒
業
証
書
の
写
し
ま
た
は
卒

業
見
込
証
明
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接
、
水
道

局
総
務
課
へ
提
出

宛
先  

〒
７
４
０
–
０
０
２
２
　
岩
国
市
山
手

町
四
丁
目
４
–
１４

　 

岩
国
市
水
道
局
総
務
課

（
☎
22
–
3
7
1
1
）

今 月 の 納 税
固定資産税・・・・・・・２期分
上下水道使用料・・・・５・６月分
町営住宅使用料・・・・・７月分
国民健康保険料・・・・・１期分
介護保険料・・・・・・・１期分
後期高齢者医療保険料・・１期分
　町税などの納税は便利な口座振
替をご利用ください。
※納期限は 8 月1日㈪です。
　 税務課（☎52‒２１９３）

補
助
対
象

補
助
条
件

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

問 問

問

募
集
の
概
要

募
集
戸
数

募
集
期
限

補
助
限
度
額

日
時

問

場
所

日
時

場
所

日
時

場
所

日
時

場
所

電
話
番
号

日
時
種
類

日
時

場
所

実
施
期
間

重
点
事
項

実
施
場
所

受
付
期
間

受
付
場
所

相
談
料

相
談
員

相
談
日

募
集
期
間

申
・
問

採
用
予
定
日

申
込
み

場
所

内
容

受
験
資
格

募
集
人
数

募
集
期
間

一
次
試
験
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第
４
回
ビ
ジ
コ
ム

柳
井
カ
ッ
プ
少
年
野
球
大
会

休
館
の
お
知
ら
せ

ス

ポ
ー
ツ

軟式野球部

　
　 

４
月
３０
日
、５
月
１
日

　
　 

ビ
ジ
コ
ム
柳
井
ス
タ
ジ
ア
ム
他

　
　 

白
壁
ブ
ロッ
ク
　
１
位

　
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
軟
式
野
球
部

第
２４
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
伴
う
休
館

●
７
月
９
日
㈯
９
時
〜
11
日
㈪
12
時
ま
で

　
右
記
の
期
間
は
、体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
町
民

庭
球
場
は
、ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、窓
口
で
の
申
込
受
付
等
も
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　
平
成
２６
年
度
か
ら
河
川
プ
ー
ル
の
開
放
は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、

中
止
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
注
意
事
項
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
監
視
員
の
指
示

に
従
って
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　 

7
月
２１
日
㈭
〜
８
月
２８
日
㈰

（
８
月
１３
日
㈯
〜
１５
日
㈪
は
閉
鎖
）

※
小
学
校
プ
ー
ル
は
、学
校
か
ら
の
通
知
に
従
って
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　 

１０
時
〜
１２
時
、
１３
時
〜
１７
時

【
プ
ー
ル
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
】

○
共
通
事
項

・
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
す
べ
て
の
プ
ー
ル
で
の
飛
び
込
み
は
、
禁
止
し
ま
す
。

・
利
用
上
の
注
意
事
項
を
守
って
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、
利
用

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
社
会
一般
通
念
上
い
け
な
い
と
思
わ
れ
る
行
為
を
さ
れ
た
場
合
は
、

今
後
の
利
用
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・ゴ
ー
グ
ル
、浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す
が
、ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、ボ
ー

ト
な
ど
他
の
人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
出
来
ま
せ
ん
。

・
悪
天
候
の
場
合
、
予
告
な
く
閉
鎖
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
町
民
プ
ー
ル

・
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
幼
児
等
の
保
護
者
が
同
伴
し
自
分

の
子
ど
も
を
管
理
、
監
督
し
て
く
だ
さ
い
。

・
小
学
校
２
年
生
ま
で
子
ど
も
の
入
場
は
で
き
ま
す
。

・
オ
ム
ツ
の
は
ず
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
中
学
校
プ
ー
ル

・
こ
の
プ
ー
ル
は
、
小
学
校
３
年
生
以
上
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
が
、

小
学
生
に
つい
て
は
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
、
自
分
の
子
ど
も
を

管
理
、
監
督
し
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
が一緒
に
遊
泳
で
き
な
い

場
合
は
、
利
用
を
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

　 

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
–
2
8
1
1
）

　社会福祉協議会相談室に開設している町民相談室で取り扱った、平成２７年度の町民相談並びに無料法律相談の
件数は下記のとおりです。
町政、個人問題内容別相談業務取扱件数

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
及
び
利
用
方
法
に
つ
い
て

町 民 相 談 室 の 窓

問 開
放
日

期
日

会
場

結
果

開
放
時
間

町政問題 個人問題
担　当　課 相談件数 処理件数 相談内容 相談件数 処理件数
企画総務課 １ １ 家庭内問題 ０ ０
住民サービス課 ２ ２ 相隣関係 ０ ０
保健福祉課 １ １ 金銭関係 １ １
都市建設課 ０ ０ 破産 ０ ０
税務課 ０ ０ その他 ８ ８
教育委員会 １ １ ※その他とは、問合せ・照会等
合　　　計 ５ ５ 合　　　計 ９ ９

開　催
相談コード

平成２７年８月 平成２８年２月 合　　計
相談者数 件　数 相談者数 件　数 相談者数 件　数

家庭関係 ２ ２ ０ ０ ２（２） ２（２）
金銭関係 １ １ ０ ０ １（０） １（０）
不動産関係 ０ ０ ０ ０ ０（１） ０（１）
その他 ０ ０ ０ ０ ０（２） ０（２）
合　　計 ３ ３ ０ ０ ３（５） ３（５）

（　）内数字は前年度（平成２６年度）実績
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2016

㈪
8／1

20
時
よ
り

８
月
２
日
㈫
に
順
延

和木
小学校
和木
小学校

所
生花店

仮設
トイレ
仮設
トイレ

本部本部

JA山口東JA山口東

★
打上地点打上地点

和木中学校

和木町役場

和木駅

〒

支部
（消防車庫）

（和木町）
車両通行止区間（19：00～21：30）
車両通行止標識

「
か
ら
く
り
ど
ー
る一座
の
歌
っ
て
踊
っ
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
」

　
Ｔ
Ｖ
番
組
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
「
か
ら
く
り
ど
ー

る
」
が
笑
い
と
歌
と
踊
り
を
交
え
て
、
種
明
か
し
を
し

な
が
ら
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。
マ
ジ
ッ
ク
グ
ッ
ズ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
！

 

出

　演  

か
ら
く
り
ど
ー
る
一
座
（
か
ら
く
り
ど
ー
る
、

シ
エ
ル
、
ド
リ
ー
ムハ
ー
ト
）

 

日

　時  

8
月
25
日
㈭  

１０
時
〜
（
２
時
間
程
度
）

 

場

　所  

文
化
会
館

 

入
場
料  

無
料

 

問  

教
育
委
員
会

（
☎
53
–
3
1
2
3
）
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グリーンカーテンの様子

　今回は、元宝塚ジェンヌの玉泉 瑞穂さ
んの貴重な経験と、美しい歌声を織り交
ぜながら、宝塚歌劇の世界へとご案内し
ます。
　どなたでも無料で参加できます。お誘い
合わせのうえ、ご参加ください。
 日　時  7月7日㈭　13時30分～15時
 場　所  総合コミュニティセンター
　　　　 ３階　集会室
 講義内容  わが青春の宝塚
～ずっと美しく輝きつづけるために～
 講　師  元宝塚ジェンヌ　玉泉 瑞穂
 問  総合コミュニティセンター（☎５２‒２１９１）

　金管五重奏のズーラシアンブラスと弦楽四重奏の弦うさ
ぎ…動物たちが織りなす不思議なクラシックコンサート「音
楽の絵本」の世界へようこそ！ 
 日  　時　7 月30日㈯　14 時開演（13 時 30 分開場）
 場  　所　文化会館
 入 場 料　大人 1，000 円、中学生以下 500 円
 座  　席　全席指定
 チ ケット　6 月20日から一般販売を開始しています
　　　　　 （売切れ次第販売終了）
 販売場所　総合コミュニティセンター１階

 問　和木町文化協会　（☎52－2191）
※チケットは総合コミュニティセンターにて好評発売中です。
当日は中学校グラウンドを駐車場として開放しております。

 タイトル  身近な自然に触れ、世
界に羽ばたく
 講　師  東邦大学理学部生物
学科
講師　生物学者　村本 哲哉
 日　時   8月18日㈭  9時～11時
 場　所  文化会館
 入場料  無料
 駐車場  中学校グランドを開放し
ております
 問　和木町文化協会
　　 （☎52‒2191）

和木小・中学校卒業
第37回日本学生科学賞・
内閣総理大臣賞受賞

村本哲哉さん講演会

音楽の絵本コンサート

　子ども達による、様々なジャンル
のステージショーが披露されま
す。お誘いあわせのうえ、ご来場く
ださい。
 日　時  ７月２４日㈰ １３時開演
 場　所  文化会館
 ジャンル  ダンスやピアノ、バイオ
リン、和太鼓、朗読など
 入場料  無料
 問  和木町文化協会
　　（☎52‒2191）
※当日は、和木中学校グラウンドを

駐車場として開放しております

第6回キッズ芸能祭
のお知らせ

第３回和木大学の
開催について

わ
き
　 

Ｎｅ
ｔ

わ
き
　 

Ｎｅ
ｔ

　「
狂
犬
病
」
は
、「
発
症
す
る
と
ほ
ぼ

1
0
0
％
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病
気
」で
す
。

　
た
と
え
身
近
な
、
か
わ
い
い
飼
犬
で
も

予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
と
、
ご
家
族

も
、
周
囲
の
方
達
も
非
常
に
危
険
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
生
後
９１
日
以
上
の
犬
は
、

「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
よ
り
、「
犬
の
登

録
」
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
（
毎

年
１
回
）」
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

必
ず
！ 

犬
の
登
録
を

　
犬
を
飼
い
は
じ
め
た
場
合
（
出
生
、

購
入
、
譲
渡
）「
犬
の
登
録
申
請
書
」
を

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
登
録
手
数
料
３‚
０
０
０
円
） 

必
ず
！ 

狂
犬
病
予
防
注
射
を

　
毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る
町
内
狂
犬
病

予
防
一斉
注
射
の
際
に
接
種
す
る
か
、
個

別
に
動
物
病
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
別
に
動
物
病
院
で
接
種
し
た
場
合
、 

動
物
病
院
で
発
行
さ
れ
る
「
狂
犬
病
予

防
注
射
済
証
」
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
提

出
し
、「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
交
付
手
数
料

５
５
０
円
）

犬
が
死
亡
し
た
場
合

　
登
録
の
抹
消
が
必
要
で
す
。
役
場
住
民

サ
ー
ビ
ス
課
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、「
鑑
札
」
を
返
却
し
て
頂
き
ま
す
。

犬
の
飼
主
の
皆
さ
ん

「
犬
の
登
録
」と「
狂
犬
病
予
防

注
射
」は
お
済
み
で
す
か
？

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
–
2
1
9
4
）

　
和
木
町
快
適
環
境
ま
ち
づ
く
り
町

民
会
議
で
は
、
家
庭
で
で
き
る
身
近

な
地
球
温
暖
化
対
策
の一
環
と
し
て

「
和
木
町
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
育
て
ら
れ
た
自
慢
の
カ
ー
テ
ン

を
、気
軽
に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

書
類
審
査
で
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
方

に
は
賞
状
及
び
副
賞
（
和
木
町
共
通

商
品
券
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
多
数
の
皆
さ
ま
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

 

対
象
者
　
和
木
町
在
住
の
方

 

応
募
方
法
　
カ
ー
テ
ン
に
使
用
し
て

い
る
植
物
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
役
場
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
及

び
育
成
の
状
況
が
分
か
る
写
真
を

８
月
３１
日
㈬
ま
で
に
住
民
サ
ー
ビ

ス
課
へ
提
出
。

和
木
町
緑
の
カ
ー
テ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集
！
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和
木
駐
在
所
だ
よ
り

ふ
っ
く
ら
と
青
み
し
山
に
霧
立
ち
て

鳥
の
さ
え
ず
り
夏
近
き
朝
 
 

正
中
ツ
ヤ
子

里
帰
り
の
娘
ら
に
体
力
半
減
し

帰
り
て
後
の
寂
し
さ
倍
増
ま
す
 

 

井
口
美
智
子

熊
本
の
復
旧
復
興
祈
り
つ
つ

見
直
す
我
が
家
の
地
震
対
策
 

 

村
上
　
敏
子

梅
雨
晴
れ
し
庭
木
の
小
枝
赤
く
照
り

夕
映
え
雲
の
明
る
き
光
　
　
　
　
 
 

森
本
　
初
子

何
気
な
く
そ
お
ー
と
活
け
し
野
の
花
に

や
さ
し
き
こ
こ
ろ
ふ
と
よ
み
が
え
る
　
 

向
田
登
美
子

橋
脚
に
も
た
れ
見
つ
め
る
錦
川

時
お
り
光
る
香
魚
を
探
す
　
 

 

灰
岡
　
裕
美

教
典
を
蛇
腹
に
繰
り
つ
つ
和
尚
さ
ん

袂
に
お
こ
す
般
若
の
風
を
　
　
　
　
　
 

横
川
美
代
子

牡
丹
の
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
る

お
ご
れ
る
も
の
の
心
の
ぞ
か
せ
　
　
　
 

藤
上
　
紀
子

和 

木 

俳 

句 

教 

室
（
６
月
句
会
）

水
難
事
故
に
注
意

　
梅
雨
が
明
け
る
と
、
海
や
川
な
ど
水

に
親
し
む
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
ま
た
夏
休
み
が
始
ま
る
と
子
ど
も
た

ち
が
開
放
的
な
気
分
に
な
り
、
思
わ
ぬ

事
故
に
遭
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
悲

惨
な
水
難
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　〔
注
意
事
項
〕

○
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
危
険
で
す
。

プ
ー
ル
、
海
水
浴
場
な
ど
へ
行
く
時
は

保
護
者
と一緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

○
岩
国
地
区
の
河
川
は
全
て
遊
泳
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
に
二
人
以
上

で
行
く
よ
う
に
し
て
、
家
族
や
友
だ

ち
と一緒
に
安
全
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

○
増
水
し
た
河
川
、
た
め
池
に
は
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
ぼ
れ
そ
う
な
人
を
見
つ
け
た
ら
、

大
き
な
声
で
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
る

と
と
も
に
、
直
ち
に
1
1
0
番
（
警

察
）
ま
た
は
1
1
9
番
（
消
防
）
へ

通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　 

岩
国
地
区
水
難
事
故
対
策

　 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

　 

事
務
局
：
岩
国
警
察
署

（
☎
24
―
0
1
1
0
）

【
相
談
】

　
注
文
し
た
覚
え
の
な
い
商
品
が

突
然
送
ら
れ
て
き
た
。
受
け
取
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
代
金
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

【
処
理
】

　
一
方
的
に
商
品
を
送
り
付
け
ら
れ

て
も
、「
承
諾
」
の
意
思
を
示
し
て
い

な
け
れ
ば
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
の

で
、
商
品
の
受
け
取
り
義
務
や
代
金

支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
商
品
を
受
け
取
って
し
ま
っ
た
場
合

で
も
、
商
品
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

１５
日
目
以
降
、
ま
た
は
引
き
取
り
を

請
求
し
て
か
ら
８
日
目
以
降
は
自
由

に
処
分
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
期
間
経
過
前
に
梱
包
を
開

封
し
て
中
身
を
確
認
す
る
こ
と
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期
間
経
過
前
に

商
品
を
使
用
し
た
り
、
消
費
し
た
り

し
た
場
合
は
、
購
入
を
承
諾
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
注
文
も
し
て
い
な
い
の
に
商
品
を

勝
手
に
送
り
付
け
、
受
け
取
っ
た
こ

と
で
支
払
い
義
務
が
あ
る
と
消
費
者

に
勘
違
い
さ
せ
て
代
金
を
支
払
わ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
、「
送
り
付
け

商
法
」や「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョン
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
いっ
た
ん
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
代

金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
非
常
に
難
し

く
な
り
ま
す
。
注
文
し
た
覚
え
の
な

い
宅
配
便
や
、
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
勝
手
に
送
り
付
け
ら
れ
て
き
た
も

の
は
、
安
易
に
受
け
取
ら
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課

（
☎
52
–
２
１
３
６
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
–
９
２
４
–
２
４
２
１
）

朴
咲
い
て
火
星
煌
め
く
夜
更
け
か
な
  

小
川
　
誉
子

崖
の
道
眼
下
に
う
ね
る
夏
の
波
 

 

灰
岡
美
穂
子

手
の
平
に
剰
る
ぼ
う
た
ん
あ
ま
る
香
や
 

平
岡
　
菊
江

梅
雨
に
入
り
老
ひ
て
重
き
の
こ
の
身
か
な
 

山
重
　
杵
子

血
圧
の
グ
ラ
フ
乱
れ
し
梅
雨
の
入
り
 
 

与
三
本
愛
子

和  

木  

短  

歌  

会

消費者生活相談
だより

「送り付け商法」の
対処法！

Vol.132

問

こ あ
ま

は
ん
に
ゃ

ぼ
う
た
ん

た
も
と

ば
い  

ま
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平
成
26
年
８
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
通
行
止
め
に
な
って
い
ま
し
た

町
道
つつ
じ
ヶ
丘
蜂
ヶ
峯
線
の
災
害
復
旧
工
事
が
完
成
し
、
通
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
期
間
中
、
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

問
　
都
市
建
設
課
　（
☎
52
–
2
1
9
8
）

町
道
通
行
止
め
解
除
の
お
知
ら
せ

　
町
道
中
開
沖
新
開
線
の
待
避
所
設
置
工
事
に
伴
い
、
車
両
の
通

行
止
め
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

通
行
止
め
期
間
　
７
月
４
日
㈪
〜
７
月
30
日
㈯
（
終
日
）

※
天
候
に
よ
り
期
間
延
長
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

問
　
都
市
建
設
課
（
☎
52
–
２
１
９
８
）

終
日
車
両
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

車両通行止め区間

工事箇所

栄
橋

通行可能

　
平
成
27
年
度
に
採
用
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ンマ
ン

ホ
ー
ル
蓋
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
設
置
箇
所
は
、
役
場
付
近
と
和
木
駅
付
近

の
計
７
箇
所
で
す
。

　
今
後
も
継
続
し
て
町
内
主
要
箇
所
へ
の
設

置
を
行
って
い
き
ま
す
。

 

問
　
都
市
建
設
課
（
☎
52
–
２
１
９
８
）

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

設
置
の
お
知
ら
せ

マンホール蓋
設置箇所

和木駅和木町役場
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

夏
休
み
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
わ
き
っ
こ
ク
ラ
ブ
）補
助
員
募
集

0 100 2000100200

和木町の人口ピラミッド平成28年6月1日現在
総人口　6,517人（+24人）
世帯数　2,813世帯（+5）
和木町の面積　10.58㎢

（）内は前月比

女　3,285人（+12人）男　3,232人（+12人）

 

業
務
内
容  

児
童
の
遊
び
や
学
習
習
慣
等
の
支
援

 

勤
務
場
所  

和
木
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
内

（
小
学
校
敷
地
内
）

 

採
用
期
間  

７
月
21
日
㈭
〜
８
月
31
日
㈬

 

勤
務
時
間  

8
時
〜
18
時
ま
で
の
4
時
間
〜
8
時
間

　
　
　
　
　
※
相
談
可

 

賃

　
　金

　
９
０
０
円
／
時
間

　
※
小
学
校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
等
資
格
所
持
者
等

　
８
５
０
円
／
時
間

　
※
規
定
す
る
資
格
を
持
って
い
な
い
方

 

応
募
方
法  

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
（
顔
写
真
添
付
）

を
記
入
し
、
申
込
期
限
内
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

 
応
募
期
限  

７
月
15
日
㈮

 
問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
–
２
１
９
４
）

　
就
労
を
お
考
え
の
皆
さ
ま
に
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談
員
に
よ
る

出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

対
象  

高
齢
者
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等

 

日
時  

8
月
23
日
㈫
　
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

 

場
所  

和
木
町
文
化
会
館
商
工
指
導
室

 

相
談
内
容  

就
職
活
動
を
す
る
上
で
の
不
安
や
疑
問
な
ど

　
※
相
談
予
約
も
可
能
で
す
。

 

問  

企
画
総
務
課
（
☎
52
–
2
1
3
6
）

　   

ハロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
　
専
門
援
助
部
門（

☎
21
–
3
2
8
1
）

【自己紹介文】
　この度、和木町の地域おこし協力隊に採用いただ
き、大阪府大阪市より参りました安井絵美です。
　和木町は自然や歴史文化が多く、交通の便も良く
住みやすい町という印象を受けました。より多くの方に
和木町を知っていただきたいと思っておりますので、実
際に町民の方にインタビューさせていただき、和木町
の魅力を発信していきたいです。
　親しみやすい“にぎわいコンシェルジュ”を目指して
精進いたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。

７
月
１
日
か
ら
着
任
し
ま
す

　  
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

７
月
１
日
か
ら
着
任
し
ま
す

　  
よ
ろ
し
く
お
願
い
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和木町地域おこし
協力隊隊員
～にぎわいコンシェルジュ～

安井 絵美

【自己紹介文】
　この度、和木町役場に採用していただきました岩国
市出身で元陸上自衛官の林克己です。
　私は、町の姉妹都市であります北海道恵庭市に8
年間在住し、先人の息吹を肌で感じさせていただきま
した。この力強い歴史と伝統、そして親しみのある和
木町で防災及び交通安全対策に従事できることに、
大いなる喜びと重責を感じております。
　今後は、多くの方々からご知見、ご協力を賜りつつ、
微力ながら町民皆さまの安心、安全のため、職務に邁
進してまいります。よろしくお願いいたします。

地域防災マネージャー
危機管理監

林　克己

100以上
95-99
90-94
85-89
80-84
75-79
70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14
5-9
0-4

（人）

2
　　　 30
　　　　　　  53
　　　　　　　　　　　　　　   116
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 170
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  172
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  188
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  218
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  196
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  188
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   146
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   197
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  233
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  195
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  218
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  150
　　　　　　　　　　　　　　　　　  135
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 149
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 156
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　200
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　173

2
8 

26  　　
63　　　　　　　　

97 　　　　　　　　　　　　
140　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

131   　　　　　　　　　　　　　　　　
242  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

237　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
163  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
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